




























を行った．実験的検討結果によると，漏気が発生する時の鉛直動水勾配は I0  ＞  0
～ 0.5 であり，Aberg による鉛直動水勾配 I 0＞ 1 とした設計や，波方基地，倉敷基地

































































LPG の備蓄を行っている。これらの基地では、地下約 150m の深度の岩盤中に空洞を掘
削し、LPG 備蓄のための貯槽が作られた。本研究はこの水封式貯槽の建設に必須の技術
である岩盤空洞の気密性を評価する目的で、応力浸透流連成解析手法を開発し、これら























し、国内 2 カ所の LPG 貯槽基地に対して適用し、気密性の評価を行った。以上，本研究
は、岩盤空洞の気密性評価を行うに当たって広い応用が期待され、学術上、実際上寄与
するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるも
のと認める。また、平成 27 年 2 月 24 日、論文内容とそれに関連した事項について試問
を行った結果、合格と認めた。 
 
